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開 
 

 
 

 

議 
◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開

き
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 
討 

 
 

 
 

論 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

日
程
に
よ
り
、
上
程
中
の
議
案
に
対
す
る
討
論
に
入
り

ま
す
。 

 

甲
第
一
号
議
案
、
乙
第
一
号
議
案
及
び
乙
第
十
八
号
議
案
に
つ
い
て
討
論
の
通
告

が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
可
い
た
し
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君
（
拍
手
）
登
壇
＝
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
武
藤
明

美
で
ご
ざ
い
ま
す
。
途
中
で
咳
き
込
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
御
容
赦
く
だ
さ
い
。 

 

私
は
、
甲
第
一
号
「
令
和
七
年
度
佐
賀
県
一
般
会
計
予
算
」
と
乙
第
一
号
「
佐
賀

県
有
明
海
漁
業
振
興
・
補
償
基
金
条
例
（
案
）
」
、
及
び
乙
第
十
八
号
「
佐
賀
県
佐

賀
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）
」
に
反
対
し
、
一
括
し
て
討
論
を
行

い
ま
す
。 

 

当
初
予
算
の
五
千
百
三
十
億
二
千
百
万
円
の
中
に
は
、
暮
ら
し
の
願
い
に
応
え
た

良
い
内
容
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
文
科
省
よ
り
一
年
前
倒
し
の
中
学
一
年
生
の
少
人

数
学
級
と
共
に
、
中
学
二
年
生
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
か
少
人
数
学
級
か
を
学
校

ご
と
に
選
択
で
き
る
や
り
方
で
、
全
国
的
に
も
一
歩
前
を
行
く
少
人
数
学
級
に
前
進

し
た
こ
と
は
、
以
前
か
ら
子
供
を
真
ん
中
に
取
り
組
ん
で
き
た
父
母
、
県
民
、
先
生

方
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
。
早
く
中
学
三
年
生
へ
と
期
待
も
広
が
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
在
宅
生
活
医
療
的
ケ
ア
児
の
一
時
受
入
支
援
が
始
ま
る
こ
と
も
い
い
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
物
価
高
騰
対
策
も
取
り
組
ま
れ
、
私
立
学
校
を
は
じ
め
、
高
校
生
な

ど
の
低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
、
給
食
費
材
料
値
上
げ
分
の
支
援
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

支
援
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。 

 

農
業
分
野
で
も
、
飼
料
購
入
費
の
減
額
に
つ
な
が
る
粗
飼
料
価
格
上
昇
分
の
一
部

補
助
な
ど
、
農
家
経
営
に
も
光
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
評
価
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
県
立
大
学
（
仮
称
）
に
つ
い
て
で
す
が
、
県
民
が
あ
ま
り
歓
迎
も
せ
ず
建

設
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
の
に
、
知
事
が
建
設
す
る
こ
と
に
一
直
線
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。 

け
れ
ど
、
県
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
直

し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
県
内
に
あ
る
大
学
や
短
大
の
様
々
な

動
き
、
問
題
点
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
働
く
場
の
確
保
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
す
。
こ
れ
ま
で

何
度
も
言
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
県
立
大
学
に
前
の
め
り
に
な
る
の
は
県
民
の
理

解
を
得
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
再
度
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
、
令
和
七
年
度
は
、
現
在
佐
賀
空
港
横
に
建
設
さ
れ
て
い
る
佐
賀
駐

屯
地
（
仮
称
）
に
防
衛
省
が
配
備
を
考
え
て
い
る
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
が
七
月
を
め
ど

に
木
更
津
か
ら
移
駐
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
ん
で
も
な
い
、
許
せ
な
い

こ
と
で
す
。
自
衛
隊
ヘ
リ
の
移
駐
計
画
も
あ
り
ま
す
が
、
具
体
化
は
遅
れ
る
よ
う
で

す
。 

 

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
製
造
段
階
か
ら
よ
く
事
故
を
起
こ
し
、
墜
落
し
て
き
ま
し
た
。

乗
組
員
の
尊
い
人
命
を
奪
っ
て
き
ま
し
た
。
事
故
を
起
こ
す
た
び
に
原
因
究
明
を
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
初
歩
的
操
作
の
誤
り
か
ら
、
機
体
そ
の
も
の
の
理
由
ま
で
、

い
く
つ
も
事
故
原
因
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
安
全
と
は
言
え
な
い
、
危
険
と

背
中
合
わ
せ
の
オ
ス
プ
レ
イ
で
す
。
そ
れ
が
県
民
の
生
活
す
る
上
空
や
佐
賀
平
野
、

そ
し
て
有
明
海
の
上
空
を
飛
び
、
日
米
共
同
演
習
に
加
わ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
県
民

の
不
安
は
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

島
嶼
部
防
衛
の
た
め
と
言
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
国
の
肩
代
わ
り
の
役
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割
を
見
直
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。 

佐
賀
空
港
の
建
設
が
持
ち
上
が
っ
た
当
時
、

有
明
海
で
漁
業
を
営
む
人
た
ち
は
、
空
港
が
赤
字
に
な
っ
た
ら
、
お
金
欲
し
さ
に
自

衛
隊
と
共
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
を
し
、
公
害
防
止
協
定
覚
書
付
属
資
料

に
「
自
衛
隊
と
の
共
用
は
し
な
い
」
の
一
文
を
書
き
込
ま
せ
、
佐
賀
県
と
約
束
を
し

て
佐
賀
空
港
建
設
に
イ
エ
ス
と
言
っ
た
の
で
す
。
漁
場
が
悪
く
な
る
か
ら
反
対
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
平
和
で
安
心
し
て
な
り
わ
い
を
続
け
、
住
み
続
け
ら
れ
る
故
郷

を
願
っ
た
か
ら
で
し
た
。 

 

そ
の
固
い
約
束
を
守
っ
て
き
た
井
本
知
事
を
は
じ
め
県
職
員
の
人
た
ち
の
思
い
、

そ
し
て
、
漁
業
者
の
思
い
を
踏
み
に
じ
っ
て
公
害
防
止
協
定
覚
書
附
属
資
料
の
見
直

し
を
行
う
よ
う
に
外
堀
を
埋
め
て
き
た
大
本
に
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
二
十
四
日
、

防
衛
省
が
示
し
た
合
意
事
項
を
山
口
知
事
が
受
け
入
れ
た
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
合
意
事
項
三
つ
の
う
ち
第
二
に
は
、
防
衛
省
が
年
間
五
億
円
を
着
陸
料
と
し
て

二
十
年
間
支
払
う
、
つ
ま
り
合
計
百
億
円
を
払
い
基
金
を
つ
く
る
と
あ
り
ま
す
。
そ

の
具
体
化
が
甲
第
一
号
の
当
初
予
算
案
に
反
映
さ
れ
、
乙
第
一
号
の
有
明
海
漁
業
振

興
・
補
償
基
金
条
例
（
案
）
と
し
て
基
金
を
作
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
乙
第
十
八
号
、
佐
賀
空
港
条
例
の
一
部
改
正
条
例
で
は
、
着
陸
料
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
し
、
ま
た
、
事
前
届
け
を
す
れ
ば
、
離
着
陸
に
相
当
す
る
行
為
、
タ

ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
や
ホ
バ
リ
ン
グ
等
滑
走
路
使
用
の
行
為
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
山
口
知
事
が
二
〇
一
八
年
八
月
二
十
四
日
に
決
断
を
し
た
結
果
が
こ
こ
に
現
れ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
振
興
補
償
基
金
の
名
で
、
漁
業
者
や
地
域
の
人
を
惑

わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
知
事
が
合
意
し
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な

心
配
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
基
金
を
つ
く
る
こ
と
も
な
く
、
有
明
海
振
興
は
別
の
形

で
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
。 

 

漁
業
者
の
人
た
ち
、
地
域
の
人
た
ち
は
、
か
つ
て
筑
後
大
堰
が
造
ら
れ
た
時
も
、

佐
賀
空
港
を
造
る
時
も
、
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
潮
受
け
堤
防
が
締
め
切
ら
れ
た

時
も
、
御
苦
労
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
互
い
に
い
が
み
合
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
胸
が

痛
む
こ
と
の
な
い
よ
う
、
お
互
い
を
大
切
に
思
い
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
佐
賀
空
港
を
造
っ
た
時
の
一
番
大
切
な
約
束
が
破
ら
れ
、
お
互
い
を
い
が
み
合

う
よ
う
な
形
に
し
て
き
た
の
は
佐
賀
駐
屯
地
（
仮
称
）
を
造
る
た
め
の
佐
賀
県
知
事

と
防
衛
省
の
こ
の
合
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
人
で
も
反
対
が

あ
れ
ば
売
れ
な
い
は
ず
の
共
有
持
ち
分
で
あ
る
措
置
が
、
二
百
五
十
四
人
中
四
十
九

人
も
反
対
し
た
の
に
、
な
ぜ
か
売
ら
れ
る
よ
う
な
解
釈
を
さ
れ
。
農
業
を
営
め
な
い

は
ず
の
漁
業
団
体
が
、
農
用
地
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
や
り
方
で
ど
ん
ど
ん
工
事
が
進
め
ら
れ
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

県
民
の
心
を
こ
こ
ま
で
傷
つ
け
る
や
り
方
を
、
国
も
知
事
も
行
っ
て
い
い
の
で
し

ょ
う
か
、
こ
の
先
待
っ
て
い
る
の
は
、
毎
回
の
飛
行
で
危
険
を
心
配
し
な
が
ら
、
重

低
音
や
低
周
波
で
感
じ
る
体
の
異
常
、
夜
間
訓
練
、
常
駐
は
し
な
い
と
言
い
つ
つ
も
、

い
つ
利
用
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
米
軍
の
到
来
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
県
民
は
怯
え

な
が
ら
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
基
地
あ
る
が
故
の
不
安
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
オ
ス
プ
レ
イ
は
来
年
に
は
米
国
で
は
製
造
中
止
と
な
り
ま
す
。
世
界
で
使
用
し

て
い
る
国
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
な
の
に
、
他
に
は
な
い
の
に
、
日
本
だ
け
が
莫
大
な
費

用
で
買
わ
さ
れ
、
佐
賀
空
港
が
そ
の
拠
点
に
さ
れ
る
と
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
オ
ス
プ
レ
イ
来
る
な
、
飛
ば
す
な
、
こ
れ
は
多
く
の
県
民
の
思
い
で
す
。
バ
ル
ー

ン
の
飛
ぶ
佐
賀
の
青
空
と
緑
の
麦
畑
、
豊
か
な
有
明
海
の
恵
み
こ
そ
大
切
に
し
て
い

く
べ
き
で
す
。
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
も
そ
う
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
佐
賀
空

港
を
軍
事
化
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
と
の
交
流
を
大
切
に
す
る
平
和
な
空
港
で

あ
る
よ
う
に
心
か
ら
狙
っ
て
い
ま
す
。 
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以
上
、
甲
第
一
号
「
令
和
七
年
度
佐
賀
県
一
般
会
計
予
算
」
乙
第
一
号
「
有
明
海

漁
業
振
興
・
補
償
基
金
条
例
（
案
）
、
乙
第
十
八
号
「
佐
賀
県
空
港
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
案
）
」
に
一
括
し
て
反
対
を
表
明
し
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま

す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 
ま
ず
、
甲
第
一
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

甲
第
一
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
甲
第
一
号
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
一
号
議
案
及
び
乙
第
十
八
号
議
案
、
以
上
二
件
の
議
案
を
一
括
し
て

採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
有
明
海
漁
業
振
興
・
補
償
基
金
条
例
、
佐
賀
空
港
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
二
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
た
だ
い
ま
議
決
い
た
し
ま
し
た
議
案
を
除
く
他
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
に

入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
甲
第
六
号
議
案
、
甲
第
十
二
号
議
案
及
び
甲
第
十
六
号
議
案
、
以
上
三
件

の
議
案
を
一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
令
和
七
年
度
財
政
調
整
積
立
金
特
別
会
計
予
算
、
令
和
七
年
度
公
債
管

理
特
別
会
計
予
算
、
令
和
七
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
三
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
三
件
の
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
八
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

乙
第
八
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
八
号
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
次
に
、
甲
第
二
号
議
案
か
ら
甲
第
五
号
議
案
ま
で
四
件
、
甲
第
七
号
議
案
か
ら
甲

第
十
一
号
議
案
ま
で
五
件
、
甲
第
十
三
号
議
案
か
ら
甲
第
十
五
号
議
案
ま
で
三
件
、

及
び
甲
第
十
七
号
議
案
、
以
上
十
三
件
の
議
案
を
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 

以
上
十
三
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 
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〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
十
三
件
の
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
二
号
議
案
か
ら
乙
第
七
号
議
案
ま
で
六
件
、
乙
第
九
号
議
案
か
ら
乙

第
十
七
号
議
案
ま
で
九
件
、
乙
第
十
九
号
議
案
か
ら
乙
第
二
十
三
号
議
案
ま
で
五
件
、

及
び
乙
第
三
十
一
号
議
案
、
以
上
二
十
一
件
の
議
案
を
一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

以
上
二
十
一
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
十
一
件
の

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
二
十
九
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
佐
賀
県
有
明
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
議
案
で

あ
り
ま
す
。 

 

乙
第
二
十
九
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
同
意
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
二
十
九
号
議

案
は
同
意
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
三
十
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
松
浦
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま

す
。 

 

乙
第
三
十
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
同
意
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
三
十
号
議
案

は
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
三
十
二
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

乙
第
三
十
二
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
同
意
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
三
十
二
号
議

案
は
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

議 

案 

提 

出 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

た
だ
い
ま
議
長
の
手
元
に
留
守
茂
幸
議
員
外
三
十
五
名

の
議
員
か
ら
議
第
一
号
議
案
「
佐
賀
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）
」
、
及
び
坂
口
祐
樹
議
員
外
十
名
の
議
員

か
ら
議
第
二
号
議
案
「
佐
賀
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
案
）
が

そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
の
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

  

（
議
第
一
号
、
二
号
議
案
） 

   
 

 
 

○ 

議 

案 
上 

程 



 

5

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
一
号
議
案
及
び
議
第
二
号
議
案
、
以
上
二
件
の
議
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加

し
て
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
一
号
議
案

及
び
議
第
二
号
議
案
、
以
上
二
件
の
議
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た

し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
一
号
議
案
及
び
議
第
二
号
議
案
、
以
上
二
件
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提

出
者
の
説
明
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
の
説
明
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
、
議
第
一
号
議
案
及
び
議
第
二
号
議
案
、
以
上
二
件
の
議
案
に
つ
い
て

質
疑
に
入
り
ま
す
が
、
質
疑
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認

め
ま
す
。
よ
っ
て
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
一
号
議
案
及
び
議
第
二
号
議
案
、
以
上
二
件
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員

会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
議
第
一
号
議
案
及
び
議
第
二
号
議
案
、
以
上
二
件
の
議
案
に
つ
き
ま
し

て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と

認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

ま
ず
、
議
第
一
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
佐
賀
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
案
）
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
一
号
議
案
は

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
議
第
二
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
佐
賀
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
す
る
規
則
（
案
）
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
二
号
議
案
は

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

○ 

意 

見 

書 

案 

提 

出 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

た
だ
い
ま
議
長
の
手
元
に
意
見
書
案
が
四
件
提
出
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

 

（
意
第
一
号
～
四
号
意
見
書
案
） 
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○ 

意 

見 

書 

案 

上 

程 
◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
一
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
四
号
意
見
書
案
ま
で
、
以
上
四
件
の
意
見
書
案
を

本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
四
件
の
意

見
書
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
一
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
三
号
意
見
書
案
ま
で
以
上
三
件
の
意
見
書
案
に
つ

き
ま
し
て
は
、
議
員
全
員
の
提
出
に
よ
る
も
の
で
、
内
容
も
判
明
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
提
出
者
の
説
明
及
び
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
、
意
第
一
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
三
号
意
見
書
案
ま
で
以
上
三
件
の
意

見
書
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

意
第
一
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
三
号
意
見
書
案
ま
で
以

上
三
件
の
意
見
書
案
を
一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
性
犯
罪
の
再
犯
防
止
の
取
組
へ
の
支
援
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
案
、

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
案
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
）
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
三
件
の
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
三
件
の
意
見

書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
提
出
者
の
説
明
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
四
号
意
見

書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
説
明
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
、
意
第
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
質
疑
に
入
り
ま
す
が
、
質
疑
の

通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
質
疑
を
終

了
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
四
号
意
見

書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

討 
 

 
 

 

論 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

こ
れ
よ
り
意
第
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
討
論
に

入
り
ま
す
。
討
論
の
通
告
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
可
い
た
し
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君 

登
壇
＝
日
本
共
産
党
の
武
藤
明
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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私
は
、
第
四
号
意
見
書
案
「
健
康
保
険
証
の
発
行
停
止
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）
」
に
対
す
る
賛
成
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

令
和
六
年
十
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
を
一
体
化
し
た
マ

イ
ナ
保
険
証
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
保
険
証
は

原
則
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
患
者
を
受
け
入
れ
る
医
療
機
関
や
医

師
に
対
し
て
、
あ
る
県
の
医
師
の
団
体
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
。 

窓
口
業
務
に
と
て
も
負
担
を
感
じ
る
、
ま
た
負
担
を
感
じ
る
、
そ
う
い
っ
た
答
え
が

七
割
を
超
え
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
に
加
え
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
操
作

方
法
や
従
来
の
保
険
証
が
い
つ
ま
で
使
え
る
の
か
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
負
担
が

増
え
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
医
師
団
体
の
九
八%

の
会
員
が
、
従
来
保
険
証
の
廃
止
は
や
め
て
、
保
険
証
を
残
す
べ
き
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
医
師
の
中
に
も
、
そ
の
八
五
・

六%

が
従
来
の
保
険
証
を
残
す
べ
き
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

マ
イ
ナ
保
険
証
に
切
り
替
え
て
い
な
い
国
民
、
住
民
に
は
資
格
確
認
書
が
届
く
こ

と
に
な
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
佐
賀
県
内
の
自
治
体
で
も
仕
事
が
大
変
だ
と
の
声
も

あ
り
、
あ
る
市
議
会
で
も
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て
見
直
す
べ
き
だ
と
の
意
見

書
が
採
択
さ
れ
、
政
府
に
送
付
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
医
療
機
関
に
と
っ
て
も
、

患
者
側
で
あ
る
国
民
に
と
っ
て
も
、
負
担
が
大
き
い
こ
と
は
良
く
な
い
こ
と
で
す
。 

 

ま
も
な
く
運
用
が
始
ま
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
運
転
免
許
証
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
通
り

の
紙
の
免
許
証
を
選
択
し
て
も
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
使
用
す
る
側
に
い
た
ず

ら
に
困
難
と
混
乱
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
行
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
健
康
保
険
証
に
見
ら
れ
る
煩
雑
さ
と
、
国
民
の
反
発
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る

こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
ま
す
。
医
療
保
険
制
度
は
、
国
民
の
生
命
に
直
接
関
わ
る

も
の
だ
け
に
、
受
療
権
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
ス
テ
ム
や
制
度
は
安

全
、
確
実
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と
を
見
直
し
、
従
来
の
健
康
保
険
証
の

存
続
と
マ
イ
ナ
保
険
証
の
両
立
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 

以
上
、
こ
の
意
見
書
案
へ
の
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

以
上
で
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

意
第
四
号
意
見
書
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
健
康
保
険
証
の
発
行
停
止
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
少
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
四
号
意
見

書
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

継 

続 

審 

査 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

次
に
、
会
議
規
則
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元

に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
申
出
書
の
と
お
り
、
各
委
員
長
か
ら
議
長
宛
て
、
そ
れ

ぞ
れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

  
（
閉
会
中
継
続
審
査
申
出
書
） 

  

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

各
委
員
長
か
ら
の
申
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
す
る
こ
と
に
御
異
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議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
、
今
期
定
例
県
議
会
の
全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
ま
で
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
各
議
案
に
つ
い
て
、
数
字
ま
た
は
字
句
等
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
場
合
は
、
会
議
規
則
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
適

宜
議
長
の
手
元
に
お
い
て
訂
正
す
る
こ
と
に
御
承
認
を
願
っ
て
お
き
ま
す
。 

○ 

閉 
 

 
 

 

会 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
七
年
二
月
定
例
県
議
会
を

閉
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
三
十
二
分 

閉
会 

 
 

 
 

 

議

 

事

 

課

 

副

 

課

 

長 
 

髙 
田 

一 

弘 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 

記
録
担
当
主
任
主
査 

 

松 

尾 
重 

治 

 
 

 
 

 

同 

記
録
担
当
会
計
年
度
任
用
職
員 

 

石 

丸 

宏 
子 

 

 


